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1. はじめに     

 商品やサービスに対する消費者の知覚を測定する手法と

しては、アンケート調査等で順序尺度を用いることが一般

的である。しかし、回答者には多くの質問を理解し回答す

る負担が生じ、調査側も作問・分析時に回答者毎に異なる

尺度感覚を調整する必要があるといった課題が存在する。 

 このような消費者の知覚や行動の分析手法は、生成 AI 技

術の急速な発展によって多様化している。自然言語のベク

トル化技術はその 1 つであり、単語や文章の意味を高次元

ベクトルとして定量的に表現することが可能となった[1]。 

本研究では、アンケート調査に依存せずに消費者の知覚

を定量評価するためのアプローチを探索した。具体的には、

食品 EC サイト利用者が投稿したコメントデータのベクト

ル傾向を機械学習し、各コメントがどのレビュースコア尺

度に相当するかを分類するモデルを構築・評価した。 

2. 方法 

本研究では、株式会社ビビッドガーデンが運営する食品

EC サイト「食べチョク」に投稿された商品評価コメント

（n=15,386）と、それに対応するレビュースコア（5 段階評

価、5 が最良）を分類モデル構築の学習に使用した[2]。 

まず、食べチョクに投稿されたユーザーコメントを、

OpenAI が提供する text-embedding-3-small を用いて 1,536 次

元のベクトルに変換した[3]。このベクトルを説明変数、レ

ビュースコアを目的変数にした多変量ロジスティック回帰

モデルを構築し、コメントデータから直接商品評価を推定

する分類モデルを実装した。モデル評価には AUC を使用

し、k 分割交差検証（k=5）で汎化性能も併せて検証した。 

次に、モデルの精度を高めるため、分類に不要なベクト

ルを削減した。具体的には、ベクトルごとに個別のロジス

ティック回帰を実施し、単体での分類性能を AUC として

算出した。その後、0.02 刻みで閾値を設定し、分類性能の

低いベクトルを順次削減した。その後、削減後のベクトル

群を用いて多変量ロジスティック回帰モデルを構築し、各

レビュースコアの分類性能を AUC で評価した。 

最後に、構築したモデルの分類能力を検証するため、

ChatGPT を用いて生成したダミーコメントをモデルに適用
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した。モデルが分類したコメントにおける頻出単語を抽出

し、ワードクラウドを用いて視覚化を行った。 

3. 結果 

分析に使用したコメントのレビュースコア別件数は、最

良評価である 5 が最も多く、8,065 件を占めた。一方、最も

少なかったのは Score_2 で 129 件であった（図 1）。 

 

図 1 レビュースコア別の投稿件数  

まず、多変量ロジスティック回帰によって得られたモデ

ルの分類精度を以下に示す（図 2）。いずれのレビュースコ

アの推定精度も AUC は 0.6 を上回っており、コメントを高

い精度で分類できていることが確認された。特に、Score_1

にコメントを分類する精度が最も高かった。また、k 分割

交差検証を用いて汎化性能を検証した結果、学習データが

少ない Score_2 のみ標準偏差に大きなばらつきが見られた。

しかし、全ての検証試行で AUC 0.6 以上を維持しており、

安定した分類性能があることが示唆された。 

 
図 2 多変量ロジスティック回帰モデルの分類精度  
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次に、単体での分類性能が低いベクトルを削減した後の

ベクトル群を用いた分類モデルの性能評価を以下に示す

（図 3）。結果、各レビュースコアの最適な閾値は、Score_1

で 0.3、Score_2 で 0.62、Score_3 で 0.52、Score_4 で 0.54、

Score_5 で 0.5 だった。Score_2 のみベクトル削減による分

類性能の改善が見られたものの、それ以外のスコアでは改

善が見られなかった。また、Score_1 を除き、ベクトル削減

がある一定の閾値を行き過ぎると、レビュースコアの分類

能力が急激に低下し、分類能力を失うことが示唆された。 

 

図 3 ベクトルを閾値で削減して AUC 改善 

最後に、構築したモデルの分類能力を検証するため、

ChatGPT を用いて生成したダミーコメントにモデルを適用

した。そのプロンプトには「食品 EC サイトで購入した桃

が到着したことに対するコメントを 5 段階評価に対応して

生成」を指定した。結果、ダミーコメントを適切にスコア

リングしていることが確認された（図 4、図 5）。これによ

り、ユーザーから実際に入力されたレビュースコアと同等

の意味合いの尺度に分類できていることが示された。 

 
図 4 分類したダミーコメントの頻出単語（Score_1） 

 
図 5 分類したダミーコメントの頻出単語（Score_5） 

4. おわりに 

本研究では、食べチョクサイトに投稿されたユーザーコ

メントをベクトル化し、コメントデータから直接レビュー

スコアを推定する分類モデルを実装することで、人手によ

る判定に依存せず、消費者知覚を順序尺度として定量評価

するアプローチを模索した。 

その結果、従来の人手によるスコア入力と同等の分類を、

コメントデータのみから高精度で実施できるモデルの構築

に成功した。これにより、事前に学習モデルを用意するこ

とで、その都度消費者のアンケート入力に頼ることなく、

テキストデータのみから順序尺度を推定する手法の可能性

を示すことができた。本手法の応用例として、インタビュ

ー音声の文字起こしデータに適用し、既存の 5 段階評価手

法と連携させることで、新たな分析の可能性が広がると考

えられる。 

一方で、本研究と同様に AI を活用した手法との精度比

較という懸念が残されている。例えば、ChatGPT などの

LLM に「顧客コメントを直接 5 段階評定して」と命令を与

えることで、本研究と似たような回答を得ることができる。

ただ、この手法にも、LLM が複雑な否定表現の解釈を苦手

とする（日本の首都じゃない都市と聞いても、「日本×首都」

として確率の高い東京を回答してしまう）、分析過程がブラ

ックボックスであるという課題がある。そのため本研究の

方が否定文対応・解釈の容易さの観点から優位性があると

考える。しかし、効率性や適用性の観点から、どちらを採

用すべきかについてはさらなる検討が必要である。 
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